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牧師、司祭の不足と停滞に活路！
LAOS「神の民」としての教会 

ミッション・マインドからの再起動を！
新約聖書と初代の教会においては「神の民」（ラオス・セウー Laos Theou）という一種類の「クリスチャン」（クリスティ

アーノイ）だけが存在していました。その後、教職と信徒という二種類に分けられました。20 世紀に「信徒ルネサンス」

と呼ばれる運動が起こりました …… 現在、教職の数の不足、財的資源の不足、そしてその結果でもある宣教の停滞、“ 攻

め ” を忘れた “ 守り ” の姿勢というような課題を考えるときに、先ず必要なのは、LAOS コンセプト（神の民概念）の

回復である …… LAOS（神の民）としての「教会」が形成されることは、すなわち「ミッション」としての教会という

質を回復することになります。
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「神の民」としての教会　神御自身が、神の民 （LAOS） を取り戻される！

— 教会とクリスチャンは、今！ —

34

第 2部　綜合的視野　―星形思考―

　これまで、先ず原点としてのミッションについて考え、次に第 1部
として私たちの課題それぞれに適用されるべき「発想の方式」につい
て述べました。第 2部は、私たちの課題のすべてを個別的に理解する
のではなく、綜合的に考えるべきことを申し上げたいと思います。課
題は相互に深く関わっています。
　下図のように “星 ” の形で表わすのが適当だと考えました。信仰告
白としての教理が、各項目の並列ではなく、中心を持つ花弁のように
綜合的な視野に立つべきものとルーテル教会は考えていることに呼応
します。（コンフェッショナル・チャーチ）。

神のミッション・キリストのディアコニア 
福音宣教の委託・派遣（リクルート）

神の民（LAOS）
としての教会形成

市民目線の説教

私たちの課題

これからの宣教について
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聖書とカテキズムの学びの新展開

伝道プログラム
の綜合

奉仕的サーバント・
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